
平成25年度

第44回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会

栃 木 県 社 会 教 育 委 員 研 修 会

開 催  要  項

1 開 艶 旨

¬成23年 3月 11日 に発生した東日本大震災は 東 日本一常に極めて大きな被告をもたらし、未だに復r■

への多くの調琶を抱えた状況が続いている。
一方、復興に向けて国内外から様々な支援活動が展開され、人と人との 「約 の大切さを改めて思い起こす

契機にもなった。また、被災地では、多くの学校や公民館などの教育施設が避難所となった。これらの施設に

おいては、震災前の日頃からの   民 の参画による学校の教育活動を支援する取但などが、復興に向けて大

きな力を発揮したという報告もある。このような 「学びの場Jを 中核とした地域コミュニティ再生の取組は、

被災地にとどまらず、昨今住民同士のつながりの希闇 ヒなどが精情されているl也域にも通じるものと考える。

近年、 「地域のことは地域で行うJと いう地   改 革の大きな流れの中で、住民自らが地域の課題を見出

し、解決していくという、自立した地域社会の物戎が求められている。このような社会を熟思しても、今後社

会教育    習 が果たすべき役害1は大きく、特に、社会教育委員には、 「地域づくり 人 づくりJの リーダ
ーとしての資質や能力が求められることになる。リーダーとして、地域の謀題などを把握 分 析し、目指す地

が中心となりfIEにとっても住みよい活気のある地域社会を創造することが、今求められているのではないだろ

う力、

そこで、本大会では、関東甲伺蜘 県 区 市ibT lの社会教育委員などが一生に会し、各地域の社会教育

活動の成果や課題などを基に、 「地蜘住民同士の絆づくりJ、 F13カ あるコミュニティの形戎Jな どに貢献す

る社会教   の 役割や今後の社会教育の在り方などについて協議する。

2 研 究主題

学びを通じて、地域住民が 「絆Jを 5負め、自立した地域社会を清」る社会教育の在り方
～自ら考え、自ら動き、地域社会をデザインする社会教育委員の役争～

3 期 日 平 成25年 11月 14日 (木)、 15日 (金)

4 会 場 日 光市 (日光地区)

<勧 本会場>

日光市日光総合会館

<分 科会場>

日光市日光総合会館

日光千姫物語

日光東照宮客殿

日光山rlD工寺紫雲閣

日光金谷ホテル

〒3211432 日 光市知 町247

〒3211432 日 光市安川町247

〒3211432 日 光市刻 町い48

〒3211431 日 光市山内2301

〒3211431 日 光市山内2300

〒3211401 日 光市   町 1300

TEL 0288-54-1631

TEL 0288-54-1631

TEL 0288-54-1010

TEL 0288-54-0560

TEL 0288-54-0531

TEL 0288-54-0001

5 参 加者

関東甲偏世静各都県 区 市ロコ   教 育委員及び社会教育関係者、社会教育関係団体関係者

社会教育    習 に関心のある者 等
-1-



6 主 催
一般社団法人全国社会教育委員連合、関東甲     教 育委員連絡協議会

7 後 援

栃木県、 日光市、栃木県   員 会、日光市教育委員会、栃木県市長会、栃木県町村会

8 参 加費

3 , 5 0 0 円

9 大 会日程

10 大 会内容

11月 14日 休 )【全体会】13!00～ 17130(受 付 i1200)会 場 :日光市日光総合会館

(30分)1 開 会行事 13:00～ 1330

等

2 記 念講演 13:50～1510(80分 )

演題  「二宮尊徳から学ぶ 人 づくり、地域づくり」

講師 二 宮 康 裕氏 (二宮総本家当主)

3 パ ネルディスカッション 1540～ 17:10(90の

「自ら考え、自ら動き、地域社会をデザインする社会教育委員の役割

～住んでみたい、仕み続けたい、魅力ある地域を目指して～J

◇パネラー

斎藤 陽 子氏 0寛沼   教 育委員委員長)

山本 裕
一氏 (国立教育   究 曰社会教育実践研究センター長)

◇コーディネーター

廣瀬 隆 人氏 (宇都宮大学       セ ンター翔

4 閉 会行事 17「10～17:30(20分 )

次期開催地挨拶

閉会挨拶

1 日目

11月14日

(本)

【劉本会】

受

付

開

行

事

休

憩
記念説演

休
　
憩

夕f41pィ抑ッンジ

門

行

事

移

助

2日 日

11月15日

(金)

【分科会】

受付

(脚 奇

5分本!会

郷 会ごとに閉会
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11月 15日 (金)【分科会】

分科会名 主な研究 討議の視点 要概表発
担当稲
県Ⅲ町

第
１
　
　
不

地域の絆を育む

ネットワークづ

くり

地域での世代間交流及び、社会教

育の実践の場の創出を通した、市

民豹 田こよる社会教育の発展

r地域主体の世代間交流とそこから発生する 『学び返しエェ
調布市には、数多くのお祭りがあり、お祭りに取組むヨ本カレ
ープの増加や男性の積極的参加を1け ことで、1    ヽ 同の活
日 ヒに葉げ、次代の人々へ様々な学びを伝承している。
このような地域 社 会におけるネットワークづくりやその中で
地える課題について発表する。

東
京
都

　

　

市

第
２
分
科
会

青少年の健やか

な成長を育む環

境フづくり

ミ、ILする継承されている

、伝統芸能、知 印舌動等

に積極的に参加 参 画できる環境

づくり

「中学生による地域活動の推進J
壬生     会 では、社会教育委員会議の答申を受け、中学
生が地域社会で地域住民と関わり合いながら活躍できる体制づく
りに取り組んでいる。

本取組に対する社会教育委員の役害1、社会教育行政の動き、中
学生の生き生きとした姿等を報告する。

栃
木
県
　
子
生
町

第
３
　
　
斉

住民の社会参画

を促進する学習

機会の充実

郷土理解や地域課題に関う
｀
る宇漕

をとおして、住民が地域活動に参

力日 参 両するさつかけとなる取組

や世代問交流を促進する学習機会

の充実

「天伯峡ホタル祭に地域再生の可能性を探る」
高森町山吹区では、23口を数える天伯咲ホタノ十奈 りを通じて、
地t■■民と小学校が関わり合いながら、地域コミュニティの引 ヒ
を図っていま汽
「なぜホタル奈リカJの 問いのもと、地域 学 校 行 政の視点
から、それぞれの関わりと自本的な取り組みを報告し、地域再生
の可能性を探りま坑

長
野
県

上
　

町

第
４
分
科
会

社会の要請に関

する学習機会の

充実

防災、環境問題、少子高鮒 ヒ等、

社会勧本
~h4Aの
ために取りTLa

必要がある学摺機会の充実

「受講者主体の市民大学講座の推進J
発表者の地域では 「地域のこし=地 域を存続させていくJこ と
が図緊の課題である。そのために、社会教育委員が 哺陛」立ち
上げから積極的に力均 わヽり、受静とがヨ本的に参加できるよう工

夫した。講座を通して 「地域づくり 地 域のこしJに かかわる人
材の旬戎と、当市の宗晴らしさと誇りを次の世代陶云えたい。

新
潟
県
　
妙
一

第
５
分
科
会

未来を支える人

づくり

蜘 喜の解中 教育支援の

充実を図る指導者の表成 学 習成

果を生かしたボランティア活動の

支援

「豊かな学びを創造する社会教育委員活動」      ~
)島 町社会    会 議では、コ戎22～23年度にインタビュー

やアンケート調査を行い、その結果をもとに、lt域 家 庭 学 校
が連携して、子どもを育むために、講師 指導者 ボ ランティア
の充実に関する部告をおこなった。コ戎24年度からは、生流を通
じて健康に生活できるように、食に関する学習への提言を行うた
めに 継 続して調査研究を行っている。
このような、社会教育委員活動をもとに社会教育行政がどのよ
うに変化したかも含めて 発 表する予定である。

埼
玉
県
　
川
島
町

第4 4回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会実行委員会事務局

〒 3 2 0 - 8 5 0 1  栃 木県宇者F宮市塙日 1 - 1 - 2 0

栃木県教育委員会事務局生涯学習課内

T E L   0 2 8 - 6 2 3 - 3 4 0 4

F A X   0 2 8 - 6 2 3 - 3 4 0 6

E―mall  t―tanjl了010preF tochig ヽ lg jp
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この度、 「第44回 関束甲信じ冊社会教育研究大会栃木大会Jが 栃木県において開催されますこと、心

よりお慶び申し上げます。ご参加いたださます皆様力のごll宜を図る為、市務局様のご了承を得て、参カロ

登録、宿泊、お介肖の中込受付をトップツア
ー (株)宇 都宮支店にてお手伝いさせていただくことになり

ました。
つきましては、 ド記のとおりご案内させて頂きます。お早めにお中し込み下さい。大会の成功をお祈り

致しますとともに、一同万全のlth持」で皆様方のご来県を心よりお行ち中し上げております。

大会参加申込 大会参加費 1人  3,500円
X

(1)大 会参加中込方法
木大会へのお中し込みは、杢△倉堂込WEBサ イトよりお申込みいただくか、別紙中込書に必要事I~をごnL

人の に、トップツアーヘ FAXまたは郵送にてお中込み下さい。

hしtps:〃ctlnv toptour co jP/shopre予9■ansyaken44tochigy

※

別祇中込書1通につき1グループとみなし、案内 連絡 請求をさせて頂きますので、個々の話求となる場合は、お手数

ですが分割申込にてご記入をお願いまします。お中込み後の分割請求のご案内はできかねますので 子めご承知下さ

いませ。 (本 大会申込WEBサ イレ らヽのお中込みの方は 個々にごヽ録下さいませぃ>

本大会へのWEBサ イトからのお中込みは、平成25年7月29日より可能となります。
‐‐
加科録完了後、中込み代表者様苑に「参加登l‐完 rttjll」をFAX又 は郵送にてお送り致します.

巾込書の到若後、1埴時ご登録手続をさせて頂きますが、2週間程を要します.

万―弊社からのご連絡が2週間を過ぎてもない場合は、お手数ですが、ど連絡くださいませ。

※大会参加本(ネームプレート)分 科会参力日本 宿7H予約確認書 お弁当引枚本 黄川明柳請求書は

※△大全立埜型旦壁些全二堕壁L杢 独埜易全二杢=立 山で二読述内容の碓認 お支払い方法のに認が

お支払いについて

２

３

６

７

トップッア

訊に恐れ入りますが、振込手数料はお客様負担とさせていただきます。

( 4 )

まう.

(5)お 中込み柿明日

「費FFl明ネΠ請求書J季J着後、記識の別曰く10月 25日 (金)>までに1指定の振込日座へお振込み願います。

米本大会中込WEBサ イトよりお申込みの方は、銀行振込又は、オンラインクレジットtiてお支払いいただけ

大会参力『本(ネームプレート)は当日ご持参の上、受付の後に大会資料をお受取りください。

大会参力日貸等の傾収書がご必要な方は、中込書の備考柵へ明記下さい。様式や宛名等をごi旨定の場合はそ

の肯も明記してください。木大会申込WEBサ イト1りお申込みの方は、マイパ
~ジ 「お問い合わせJよリメール

にて行「連絡ください。

《個人情報の取り扱じHこついて〉
大会申込の際にご提出いただいた個人情報については 大会事務局とトップツア

ーmが 共同で利用し 参加者との連絡調整 参加者名

篤作成年 大 会事業等の目的以夕ヽで使用することよなく無断で他者に提供することよございません。

長官登録旅行業第3S号 一般社団法人日本旅行業協会正会員 ボシド保証会員

旅行企画・実施 瑠聯 トップ ツ ア
ー
株 式 会 社 宇都宮支店

「第44回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会」係
〒3200026栃 木県宇都宮市馬場通り236真 清館ビル2階

トップッアー附宇都宮支店 【担当i掃部(かもん)大 熊 若林・後藤】

TEL(023)636-7761 / FAX(023)636-7760

営業時間 (平日)900～ 1000(土日祝日休み)
総合旅行業務取扱管理者 遠 藤 友誉
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泊のご

●宿泊設定日  平 成25年11月14日 (木) ※宿泊代金(1泊朝食付、税サービス料込)

地図番号 施 設 名 部屋タイプ
宿泊代金
(お一人様)

夕食追加代金
くお一人榛)

申込記号
参考
確保客室数

①
日光千姫物語

日光市安川町648

1名利用 X

6,300

A-1

和室 5室
2名利用 19050 円 A-2

3名利用 16,950 円 A-3

4名利用 15,900円 A-4

②
鶴亀大吉

日光市安川町253

1名利用 X

6,930 円

B-1

和三12室
2名利用 16,950 円 B-2

3名利用 141350 円 B-3

4名利用 141850円 B-4

③
日光星の宿

日光市上鉢石町1115

4名利用 X

51250円

C-1

和室10部屋
2名利用 15,900円 C-2

3名本1用 14050 円 C-3

4名 利用 13,000 円 C-4

④
日光ステーションホテル

日光市相生町31

1名利用 16,500 円

4,725 円

D― “

シングル40部屋

ツイン 35部 屋

2名利用 12500円 D-2

3名利用 X X

4名利用 X X

⑤
ホテルカジュアルユー日

日光市所野155038

1名利用 X

2,625

×

ツイン 10部屋

トリプル 2部屋

2名利用 11,300 円 E-2

3名利用 10,300 円 E-3

4名利用 X X

⑥
懐かし家 風和里

日光市本町9-19

4名利用 X

51250

F-1

和室20部屋
2名利用 10,800円 F-2

3名利用 9,300 円 F-3

4名 利用 3800 円 F-4

②
ホテル高照

日光市萩垣面2400-1

1名利用 121000 円

3,150 円

O-1

和室10部屋
2名利用 9,200 円 G-2

3名利用 8,700 円 G-3

4名利用 8,200 円 G-4

③
アネックスタートJレほとり薦

日光市匠町8-28

1 名利用 81000 円

X

H-1

和三10部屋
2名 示1用 71700 円 H-2

3名利用 71400 円 H-3

4名利用 7100 円 H-4
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地図番号 施設名 部屋タイプ
宿泊代金
r本一 人様ゝ

夕食追加代金
(お一人様)

申込記号
参考
確保客室数

③
ホテルナチュラルカ

'―
予
・
シ日うに

日光市花石町182 5 3

1 名利用 3,000 円

3,150 円

」-1

シングル 6部屋

ツイン 13部 屋

2名利用 8,800 円 」-2

3名利用 X ×

4名利用 X X

①
日光東観荘

日光市山内2335

4名利用 91500 円

3,150 円

K-1

和室13部屋
2名利用 7500 円 K-2

3名 利用 7,000 円 K-3

4名利用 6500 円 K-4

①
ホテルいろは

日光市安川町251

1名利用 8,800 円

4,200 円

L-1

和三10部屋

洋室 2部屋

2名利用 7000 円 L-2

3名利用 6,600 円 L-3

4名利用 6,600 円 L-4

⑫
ほていや旅館

日光市松原町53

1名利用 7)300 円 M-1

和室4部屋
2名利用 7,300 円 M-2

3名利用 X X

4名利用 X X

①
上州屋旅館

日光市中鉢石町91 1

4名利用 X

2,100円

X

和三 6部屋

洋室 2部屋

2名 利用 7200 円 N - 2

3名和1用 7,200 円 N-3

4名利用 7200 円 N-4

①
大野屋旅館

日光市下鉢石町314

4名利用 X X

和室 7部屋
2名利用 7,200 円 0-2

3名利用 71200円 0-3

4名利用 71200 円 O-4

(1)宿泊地 『宿泊施設 大会会場のご案内』地図をご参照ください。
(2)開催地(日光周辺)には、シングル利用が可青=なホテルはございません。ど了承ください。
(3)宿泊料金千お一人様(税金、サービス料込)/1泊 朝食ll(朝食が不要の場合でも 払戻しはできません。)
(4)お中込みの際は、宿泊のl14に中込記号を記入の_し、必ず第2希望まで記入ください。
(5)宿泊人数には限りがございます。満室になり次第締め切らせて頂きます。お早めにお申込みください。
(6)宿泊はトップツアーllHlの募集型企画旅行です。

会のこ

(1)同 時会場 1 11月 14日 (木)日 光子姫物語 1は30より
(2)情 報変換会ご参加費用 6,000円(税込 食事 お飲み物費用)

の こ

(1)昼 食お弁当 1 11月 14日 (木)お 弁当お木付にて 1,000円(税込)
(2)受 け渡し場所 t 会場内「日光市日光裕合会館Jl皓のお舟当引換えカウンター1100～1230
Xお 千当引換券をお持ちください。
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変更 ・取消について

シャトルバスのご案内

★ 下記の区間 時間にてシャトルバス(無料)がございます。

(1)変 更 取消の際は、二重線で見え消し記入をして書面にてFAX、郵送、ホームページよりお申込の方は、ペー
ジ内にてご変更ください。電話での取消 変更は一切受付いたしかねますのでご了承くださいハ

(2)取 消な|の基準は、書面の到着日となりまづ71ミ、弊社営業日 営業時間内に限ります。
(3)大 会参加費については、申込後の返金は一切出来ません。予めご了承ください。
■宿泊

旅行開始日の前日から起算してさかのはって
8日日以前の取消

7日日以降～前々日迄の取消 旅行代金の 20%

旅行開始日の前日の取消 旅行代金の 40%

旅行開始日の当日の解除

無連絡不参カロ は 日ⅢO時までに連絡がない場合よ無連絡不参加とみなし"00%の取消をいただきます。) 旅行代金の 100%

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって
4日日以前の取消

3日目以降の取消 代金の 50%

旅行開始日の当日の解除 無連絡不参加

初田
東武日光駅
」R日北駅

日光市口光総合会館 日光市日光総合会館
東武日光駅
」R日光駅

l H / 1 4
1 1 , 0 0より
に時運行

11:20(着 ) 17140(発 ) 19100(着 )

初日
日挑霧降
アイスアリーナ

口光市日光総合会館 日光市日光総合会館
日光霧降
アイスアリーナ

1 1 / 1 4
11:00より
瞳時運行

11:20(着 ) 17:40(発 ) 18,00(着 )

初日 日光市口光総合会樋 〃  日 光子姫物語 各宿泊施設(14施 設)

11/14 17:40よ り随時運行 //情 報交換会終了後 1800～ 18:30頃 〃 交換会終了後 約30分 以内

2日 目 各宿泊施設(14施 設) 各分科会場

11/15 800～  830頃 (発) 340 ～  910頃 (着)

2日 目
東武日光駅
」R日光駅

各分科会場 各分科会場
東武日光駅
JR日 光駅

11/15 8屯 o発 B40～ 910頃 (着) 12,40発 1000頃 (着)

2日 目
日光霧降
アイスアリーナ

各分科会場 各分科会場
日光霧降
アイスアリーナ

11/15 8:3o発 840～ 9【10頃 (着) 12140発 13100頃

◆
　
※

※

乗車時に、大会参加券(ネームプレート)をご提示下さい。
道路状況により多少時間の変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。
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会場のご案内

会場(日光地区) 会場名 住所・電話番号 交通手段

全体会場

第1分科会場
日光市日光総合会館

〒321 - 1 4 3 2

日光市安川町247

TEL:0238-54-1601(代 )

UR日光駅 東武日光駅前よリ

O東武パス「奥細尾 中禅寺温泉 湯元温泉」

行きで『総合会笛前』下草 徒歩0分 .

②タクシーにて3分。

情報交換会

第2分科会場
日光子姫物語

〒321 - 1 4 3 2

日光市安川町648

TEL:0238-54-1010(代 )

UR日光駅 東武日光駅前より

①東武バス「奥細尾 中弾キ温泉 湯元温泉」

行きで「総合会館前J下草 往歩1分b

②タクシーにて9分も

第3分科会場 日光東照宮客殿

T321-1431

日光市山内2 3 0 1

TEL:0238-54-0560(代 )

」R日光駅 京武日光駅前より

①東武バス「ユ細尾 中樟寺温泉 湯元温泉J

行きで「総合会館前J下車 定歩コ2分。

②タクシーにて12分b

第4分科会場 日光山輸工寺紫雲閣

〒321-1431

日光市山内2300

TELi0288-54-0531(代 )

UR日光駅 東武日光駅前より

O東 武バス「奥rt8尾中禅キ温泉 湯元温泉J

行きで「総合会館前」下草住歩3分。

②タクシーにて10分。

第5分科会場 日光金谷ホテル

〒32 1 - 1 4 0 1

日光市上鉢石町13 0 0

TEL:0238-54-0001(イ ミ)

」R日光駅 東It日光駅前より

①東iバ ス「真細尾 中禅寺温泉 湯元温泉J

行きで「神橋J下車 徒歩2分d

②タクシーにて5分。

ご案内

駐車場名 連絡先 ・駐車可能合数 料 金

日光霧降アイスアリーナ

《※無料送迎バス乗降場所》

日光市所野2854番 地先

普通車  200台  ・ 大型バス 20台

無 料
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